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 App Bridge Ver.1.19.2 のアップデート内容を示します。 

 利用者環境に導入いただいているモジュール（Agent など）は、バージョンアップ後もそのままご

利用いただけます。リリース機能をご利用いただくには、モジュールの入れ替えが必要となる場合が

あります。「別紙 2 変更区分」をご参照下さい。 

 

１．App Bridge Kicker 

 

# 対象 内容 変更区分 

1 Webアプリケーション タスクインスタンス生成時に指定したクエリーヒントを

検索条件に追加しました。 

C-1 

2 タイムアウト通知 Waitingタイムアウト、Runningタイムアウト通知に上限

を追加しました 

C-1 

3 APIコマンド 以下のコマンドを追加しました 

・LB4TaskExport（タスク定義 Excelエクスポート） 

・LB4TaskImport（タスク定義 Excelインポート） 

・LB4TaskTemplate（タスク定義 Excelテンプレート出力） 

・LB4SchedleExport（スケジュール Excelエクスポート） 

K-W2 

 

２．App Bridge Kicker パブリックモジュール【AWSモジュール】 

 

# モジュールコード モジュール名 更新内容 変更区分 

1 C1T_SERVER_BACKUP AWS EC2サーバイメー

ジ取得 

API 呼び出し間隔を調

整 

C-1 

2 C1T_SERVER_BACKUP_EC2IAMROLE 

3 C1T_VOLUME_BACKUP AWS EBSボリュームバ

ックアップ 

API 呼び出し間隔を調

整 

C-1 

4 C1T_VOLUME_BACKUP_EC2IAMROLE 

 

以上 
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別紙 1 変更区分 

 

 お客様がリリース機能を利用するためには、変更区分で示される作業が必要となります。 

 

区分 バージョンアップ機能を利用するために必要な作業 備考 

C-1 なし センタ変更のみで利用可 

M-W1 App Bridge Monitor Windows Agentのアップデートが必要  

M-W2 App Bridge Monitor APIコマンドのアップデートが必要  

M-W3 App Bridge Monitor連携サービスのアップデートが必要  

M-L1 App Bridge Monitor Linux Agentのアップデートが必要  

K-W1 App Bridge Kicker Windows Agentのアップデートが必要  

K-W2 App Bridge Kicker APIコマンドのアップデートが必要  

K-W3 App Bridge Kicker Developer Toolsのアップデートが必要  

K-L1 App Bridge Kicker Linux Agentのアップデートが必要  

T-W1 App Bridge Transporter Upload Agentのアップデートが必要  

T-W2 App Bridge Transporter Download Agentのアップデートが必要  
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